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研究テーマ（発表タイトル） 

江田島が危ない！～稲盛大作戦～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

本研究は、京セラの創業者である稲盛和夫氏の「楽観的に構想し、悲観的に計画し、楽観的に実行する」という言葉が、地

域の再生に適応可能であるかを探求したものである。この仮説が立証可能か、江田島市と協力し検証する。本研究を検証する

にあたり、ワークショップやデータ分析などの一次・二次情報を用いて人口減少の要因、解決案を考え、さらに、江田島市の再生

にも携わる。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

近年、多くの市町村では人口が減少し、過疎化が進む地域が大幅に増加している。（図表 1）今回、私たちが取り上げる

江田島市は過疎地域の 1 つだ。人口推移を見ると、2015 年から 2020 年にかけて総人口の 10.6％が減少している。（図

表2）全国平均は 0.8％の減少であるため、江田島の人口減少は著しいことは明確だ。さらに、自然動態（出生・死亡）、社

会動態（転入・転出）別にみても共にマイナスとなっていることが分かる。自然動態に着目すると、合計特殊出生率は、江田島

市は 1.472 人であり、全国平均より高いが広島県平均より低いことが読み取れた。また、社会動態に着目すると、男女別に見

て、男性では 30 代、女性では 20 代で著しく減少している。以上のことから、男性は、転職や結婚、自宅購入時に純移動数が

大幅に増加し、女性は、大学進学や就職時に大幅に増加しているのではないかと考えられる。その結果、生産年齢人口は、

1980年から 2020年にかけて 16,310 人減少しており、他の市町村と比較しても減少は著しい。 

図表１ 過疎化が進む地域の人口推移                      図表2 江田島市の人口推移 

 

（出典：総務省統計局）                 （出典：江田島市提供データ） 



３．研究テーマの課題 

 稲盛氏の言葉が地域の再生に適応可能か江田島を事例に挙げて探求するにあたって、我々は、人口減少を食い止める必要

があると考えた。その結果、人口減少の要因は以下の 3 つであるという考察に行き着いた。教育環境が整っていない、仕事が少

ない、健康意識が低いという 3 つである。これらの改善策を提案することが今回の研究の課題である。この３つを改善することで

人口減少を止めることができ、江田島を活性化させ、再生させることが可能なのではないか。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 課題の解決に向け、稲盛氏の言葉に当てはめながら策を考え、江田島市に提案する。 

 我々は、ワークショップを通じて島民の方が強く主張していた、島にあるものを生かしたいということをベースに 3 つの案を考えた。

１つ目は農家と連携した授業内容である。これは、島でしかできない教育を行うことによって江田島で教育する意味を見いだすこ

とが狙いだ。2 つ目はオリーブの販売場所や生産の幅の拡大である。江田島内でオリーブに関連した仕事を増加させることが狙い

だ。3 つ目は島の特産を使った料理イベントの開催である。作る・食べるという 2 つの過程で新たな交流の機会を作ることが狙い

だ。（楽観的な構想）以上の 3 つの提案を江田島市に送り、江田島市役所の方からフィードバックを頂いた。（悲観的な計画）

（図表 3） 

その結果、農家と連携した授業は改善すれば実現可能性があるという前向きな返答を頂いた。農家と連携した授業内容はす

でに実践中であるため、まだ行ったことのない江田島の特産オリーブで学校菜園をおこなうことを再提案し、再度江田島市役所の

方からフィードバックを頂いた。（図表４）1 年生で苗を植え、4 年かけて実ができるまで育て、5・6 年時に調理実習で実食す

る。調理実習で作った料理は地域や保護者の方にふるまう。また、収穫・調理実習の際には他の地区の小学生を招くことによっ

て、交流の場を創出する。さらに、職業体験にもなる。以前の提案より島の個性を生かしたものになるよう改善した。（悲観的な

計画） 

図表３ 提案と一回目のフィードバック                  図表４ 再提案と二回目のフィードバック 

     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

2019年 7月 10日 

江田島市担当職員を招き、現状の把握を行った。事前に調べ

ておいた現状と、江田島市職員の方が調査してくれたデータが一

致しているかの確認をした。また、我々では調査しきれなかったデー

タをもらった。各項目のデータの変動の背景や原因など、江田島

市の方だからこそ分かる情報や意見について質問し、把握した。 

2019年 8月 26日 

実際に江田島を訪れ、現地の現状を自らの目で把握するととも

に、ヒアリングを行った。具体的には、江田島市の観光地や施設を

訪れ、島の雰囲気を肌で感じた。訪れたことによって、いい面と悪

い面を自分の目で確かめることができた。                          写真１ ワークショップの様子 



2019年 9月 29日 

島民の生の意見を聞くために、江田島市「まち・ひと・しごと創生」市民ワークショップに参加した。江田島市民、江田島市役所

職員、外部の学生とともに 3 つのグループに分かれ江田島市の未来をよくするためのアイデアワークを行い、現状・課題についての

理解を深めた。また、それを踏まえて課題解決をするための提案についても意見交換を行った。 

2019年 10月 20日 

我々の提案をメールで送り 1 回目のフィードバックを頂いた。提案に加え、それに関連する質問を送った。具体的には、実現可

能性や着眼点など、今後の提案につながるような内容にした。 

2019年 10月 27日 

改善を施した提案にフィードバックをもらうために再度江田島へ伺った。ここでは実際に、それぞれの提案に対して点数を付けて

いただき、評価された点と改善点について詳しく指摘して頂いた。 

 

                               

 

６．結果や今後の取り組み 

【結果】                                                   図3 実現段階 

 稲盛氏の「楽観的に構想し、悲観的に計画し、楽観的に実行す

る」という言葉は、地域の再生にも適応できると現段階では断言で

きない。現在、我々の研究では、楽観的に構想し、悲観的に計画

をする部分の 1 つ目までは順調に進んでいるといえる。しかし、悲観

的な計画の 2 つ目と、最も難しいとされる楽観的に実行するところ

までは実現できていない。私たちの提案に対する評価・改善点を江

田島市だけでなく、江田島市民の方々から頂き、何度も試行錯誤

を繰り返し、利害関係者から合意形成を行う。その結果、江田島

市の政策に一つでも組み込み、経過を観察し実際に人口減少を

食い止めることができれば、そこで初めて稲盛氏の言葉は地域の再生にも適応できると言えるのではないか。                                                        

 

【今後の取り組み】 

 今後の取り組みとしては、我々の提案を江田島市の政策に組み込めるよう、改善を繰り返すことである。具体的な方法としては、

我々の再提案を担当職員を通じて、項目ごとに市のプロフェッショナルへと持っていき、様々な視点からの意見を頂く。また、江田

島市民の方々からも評価や改善点、協力していただけるかの意見を頂く。これを何度も繰り返すことによって、より実現性の高い

提案となる。 

その結果、今後の江田島市の政策に取り込みたい。 
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